
　読
書
は
、
人
が
仕
事
や
学
業
を

進
め
る
際
に
求
め
ら
れ
る
行
為
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
常
生
活
で
老

若
男
女
を
問
わ
ず
個
々
人
の
好
奇

心
を
満
た
し
、
更
な
る
好
奇
心
を

掻
き
立
て
る
の
も
読
書
の
大
き
な

効
用
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

　か
つ
て
作
家
の
村
上
龍
が
、

「
満
ち
足
り
た
人
生
の
出
発
点

は
、
好
奇
心
に
あ
る
」
と
何
処
か

で
述
べ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
最
近
の
脳
科
学
の
進
歩
に

よ
っ
て
、
読
書
中
の
脳
で
は
想
定

以
上
に
広
い
範
囲
で
脳
の
血
流
が

有
意
に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

　し
か
も
血
流
が
増
え
る
脳
の
そ

の
部
位
で
は
、
神
経
細
胞
が
活
発

に
働
い
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
脳
ト

レ
）
で
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

川
島
隆
太
先
生
（
東
北
大
学
）

は
、
黙
読
よ
り
も
音
読
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
血
流
の
増
加
す
る
部

位
が
左
右
の
大
脳
半
球
表
面
で
よ

り
広
範
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
読
書
は
、

脳
（
神
経
細
胞
）
を
活
性
化
さ
せ

る
の
に
大
変
役
に
立
つ
営
み
の
ひ

と
つ
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

魅力

読
書
で
脳
が
活
性
化

魅力

文
章
力
が
身
に
付
く

　本
が
大
好
き
で
、
時
間
を
見
つ

け
て
は
読
書
を
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
頃
は
学
校
の
図
書

室
や
市
民
図
書
館
へ
通
い
詰
め
て

本
を
借
り
て
い
ま
し
た
。

　本
を
読
む
と
き
は
頭
を
空
っ
ぽ

に
し
て
、
本
の
世
界
観
に
集
中

し
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
本
の
世
界
観
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　本
は
言
葉
の
表

現
の
幅
を
広
げ
て

く
れ
ま
す
。
読
書

を
と
お
し
て
、
新

し
い
表
現
や
、
幅

広
い
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た

世
界
に
触
れ
、
他
人
の
人
生
に

入
っ
た
よ
う
な
気
分
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　私
に
と
っ
て
文
章
を
書
く
の
は

自
己
表
現
の
手
段
。
自
由
な
言
葉

で
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
表
現

で
き
る
の
は
楽
し
い
で
す
。

　本
は
知
の
宝
庫
で
す
。
現
在
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
瞬
時

に
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
便
利
で
す
が
、
た
だ
眺
め
て
い

る
だ
け
で
は
身
に
付
き
ま
せ
ん
。

本
を
手
に
取
り
、
文
字
を
一
つ
一

つ
追
い
か
け
る
こ
と
で
集
中
力
が

高
ま
り
、
い
ろ
ん
な
知
識
に
ふ
れ

る
こ
と
で
、
想
像
力
や
感
受
性
が

豊
か
に
育
ま
れ
ま
す
。
市
民
図
書

館
に
は
い
ろ
ん
な
分
野
の
本
が
あ

り
ま
す
。
本
の
中
で
し
か
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
界
が
無
数
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読
書
を

お
勧
め
し
ま
す
。

田中　結さん
た なか ゆい

Let’s

Read

読
書
の
ス
ス
メ

田渕和雄
た ぶち かず お

古庄秀樹
ふる しょう ひで き

小城市民図書館　館長

小城市病院事業管理者 （脳神経外科医）

小城町／佐賀西高校１年

さ
ま
ざ
ま
な
逆
境
に
あ
り
な
が
ら

も
、
強
い
信
念
と
努
力
で
２
度
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
輝
い
た
波
乱
の

生
涯
を
、
娘
で
あ
る
著
者
が
つ
づ
っ

た
伝
記
で
す
。
特
に
小
・
中
学
生
に

一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

『
キ
ュ
リ
ー
夫
人
伝
』

エ
ー
ヴ
・
キ
ュ
リ
ー
／
著

河
野
万
里
子
／
訳
　
白
水
社

小
学
３
年
生
で
出
会
い
、
今
も
新
刊

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
の
構
成
が
面
白
く
、
小
説
が
好

き
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
本
で

す
。
大
人
で
も
楽
し
め
る
と
思
い
ま

す
。

『
黒
魔
女
さ
ん
が
通
る
！！
』

シ
リ
ー
ズ

石
崎
洋
司
／
著
　
講
談
社

無
数
に
広
が
る
知
ら
な
い
世
界

幼
少
期
か
ら
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
図
鑑
を
愛
読
し
、
１
日
で
７
冊

読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
、
読
書

好
き
な
田
中
結
さ
ん
。
税
の
作
文

で
国
税
庁
長
官
賞
や
知
覧
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
文
才
も
光
る
田
中

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
本
を
読
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
仕

事
や
家
事
に
追
わ
れ
て
読
む
時
間
が
な
い
、
ま
っ
た
く
読
ま
な
く
な
っ
た
と

感
じ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
読
書
に
は
本
の
世
界
に
入
れ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
脳
の
働
き
を
よ
く
し
た
り
、
文
章
力
ア
ッ
プ
な
ど
メ
リ
ッ

ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
集
を
通
し
て
本
を
手
に
取
る
き
っ
か
け
に
し

て
く
だ
さ
い
。
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江
戸
時
代
か
ら
第
二
次
大
戦
後
ま
で
の

干
拓
の
歴
史
に
ふ
れ
、
入
植
者
の
体
験

談
や
聞
き
取
り
か
ら
干
拓
地
に
お
け
る

暮
ら
し
ぶ
り
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。
入
植
者
の
歴
史
が
見
事
に
復
元

さ
れ
た
貴
重
な
一
冊
で
す
。

佐
賀
学
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
３

『
有
明
干
拓
社
会
の
形
成

－

入
植
者
た
ち
の
戦
後
史

－

』

鬼
嶋
淳
・
藤
永
豪
／
著

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

▼幼い頃から絵日記を楽しんで書いていました。

私の１冊

私の１冊

私の１冊
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4

日本のうた第２集
（昭和初～20年） 野ばら社

雑誌
（A4判、B5判など）単行本

（A5判、
B6判など）

新書判
（105×
173㎜）

文庫本
（105×
148㎜）

大人の読書の第一歩 もっと読書が楽しくなる、本を読む
ための前準備 ～本のあれこれ～

　　大人に
おすすめな本

原
書
は
１
９
４
４
年
ア
メ
リ

カ
で
出
版
さ
れ
た
本
で
、
人

が
つ
い
起
こ
し
て
し
ま
い
が

ち
な
い
じ
め
や
差
別
の
問
題

を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
描

い
て
い
て
、
し
み
じ
み
と
心

に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。

『
百
ま
い
の
ド
レ
ス
』

エ
レ
ナ
ー
・
エ
ス
テ
ィ
ス
／
作

石
井
桃
子
／
訳
　
　
岩
波
書
店

白根恵子さん
しら ね けい こ

佐賀女子短期大学
キャリアデザイン
学科教授

9 1 1 . 5 6

第１区分（テーマ別）
第２区分、第３区分0　総記

1　哲学
2　歴史
3　社会科学
4　自然科学

5　技術
6　産業
7　芸術
8　言語
9　文学

　図書館では、たくさんの資料を整
理して棚に並べ、探しやすくするた
め、本のテーマや書かれた内容に
よって、０～９の10の分類に分け
ています。これはどの図書館に行っ
ても同じ方法がとられています。

　世界各地には文明や地域毎に独自の文字があ
り、記録が“何か”に書きとめられていました。紙
が発明される前から独自の材料で本が存在したの
です。
　紀元前5,000年前、エジプトではパピルスとい
う草のくき、メソポタミアでは粘土板に書き記し
ていました。
　西洋では羊やヤギの皮から作った羊皮紙、アジ
ア（インド、スリランカ、タイ）では木の葉、中
国では、「木簡」「竹簡」と呼ばれる木や竹の
「ふだ」を使用していました。

　
１世紀ごろに中国の

さいりん

蔡倫が以前からあった紙の
作り方を改良・発展させました。それは中国との
交流があった日本にも伝わり、日本では、７世紀
ごろから製紙が盛んになり、日本独自の「和紙」
が誕生しました。その後西洋との貿易の中で技術
を取り入れ「洋紙」が始まり、現在に至ります。

第２区分では第１区分で選んだ
内容の詳細の分類、第３区分で
は第２区分で選んだ内容の詳細
を記します。

　３桁になったものが基本的な分類記号ですが、
このように、小数点をつけて更に細かく分類する
こともできます。
　例えば、谷川俊太郎さんの詩集『谷川俊太郎詩
集』は、911で詩歌を表しますが、範囲が広いの
で、小数点以下で「詩」か「歌」のどちらなのか
表します。このように資料に分類記号をつけて棚
に並べていきます。各資料の分類は、背表紙の下
の方に貼っているシールに表示されています。

　本にもいろいろな大きさがあります。

～本は紙がないと作れない！？～
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詩個
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詩
集

【例】谷川俊太郎詩集
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13
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週
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月
の
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ー
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求
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堂

程
よ
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章
量
で
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ら
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と
よ
め
る
。
コ
ー
ヒ
ー
好

き
に
お
す
す
め
。

『
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ー
ヒ
ー
の
絵
本
』

庄
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雄
治
／
作

平
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ま
り
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絵

ミ
ル
ブ
ッ
ク
ス

年
老
い
た
猫
と
の
お
付
き

合
い
に
つ
い
て
、
猫
飼
い

さ
ん
な
ら
読
ん
で
お
き
ま

し
ょ
う
、
の
本
で
す
。

『
う
ち
の
老
猫
の

 言
う
こ
と
に
ゃ
』

ふ
じ
の
は
る
か
／
著

富
士
見
書
房

思
い
込
み
過
ぎ
る
と
考
え

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
。
そ
ん
な
と
き
に
。

『
人
生
の
99
％
は

 思
い
込
み
』

鈴
木
敏
昭
／
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

少年時代に習った、懐かしい歌が
掲載されていて、当時の様子を思
い出しては歌っています。基本的に
毎日図書館に足を運んでいます。
読書も図書館友だちに会うのも楽
しみです。

宮尾登美子／著　集英社

小説が好きで、その中でも１日で
読み終わってしまったほど引き込
まれた本です。読み終わった後も
主人公のその後に想像をかき立て
られます。

歳月

えぐち

江口　
しょうざぶろう

章三郎さん（小城町）
にし

西　タミエさん（小城町）

司馬遼太郎／著　講談社

司馬遼太郎の作品が好きで、特に
この作品は繰り返し読みました。
佐賀出身の人物が登場するので、
身近に感じます。人物や表現の書
き方が好きな作品です。

人生、90歳からおもしろい！
やなせたかし／著　フレーベル館

90歳からがおもしろい！と言え
るやなせさんの考え方や生きざま
に惹かれた作品です。人生を謳歌
している93歳の地域貢献しよう
としている姿が魅力的です。

えがしら

江頭　
く み こ

久美子さん（三日月町）あいうら

相浦　
みのる

實さん（三日月町）

ねこ はしる
工藤直子／著　童話屋

もともと工藤直子さんの作品が好
きでした。講習会などで実際にお
会いし、その気さくな人柄に触れ
て、工藤さんの書かれる作品に更
に惹かれるようになりました。

よし だ 

吉田　
かず こ 

一子さん（牛津町）

（参考） 『本のれきし5000年』　辻村益朗／作　福音館書店
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け
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受
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／
作
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）
を
手
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が
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で
、
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の
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面
白
さ
に
目
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、
そ
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、
せ
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せ
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子
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の
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を
読
み
始
め
ま
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。
後
に

は
、
子
ど
も
図
書
室
の
担
当
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母
と
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て
、
子
ど
も
た

ち
と
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も
に
子
ど
も
の
本
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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子
ど
も
の
本
は
、
人
が
生
き

て
い
く
う
え
で
大
切
な
こ
と
を

シ
ン
プ
ル
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝

え
て
い
て
、
読
ん
だ
後
、
心
が

洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
生
き
る
勇
気
も
湧

い
て
き
ま
す
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ち
ょ
っ
と
心
が
疲
れ
た
と

き
、
子
ど
も
の
本
を
手
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

大
人
の
あ
な
た
も

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
本

現実逃避したい時!?

いやいや、何かに没頭したい時に！

日々忙しくしている

人に送りたい本。

猫にもあるんです。

高齢化問題。

考え方を
　　変えたい時に。

5

簡単に暮らせ
ちゃくま／著　大和書房

普段の家事や暮らしを楽にする知
恵がたくさん詰まった本です。実
際の生活でとても役に立ちます。

世界の歴史（４）
平㔟隆郎／監修　集英社

子どもの頃から歴史が好きで、日
本史から世界史まで一通り読みま
した。最近は小さい文字が読みに
くくなったので、大きい文字の本
を読んでいます。

すぎまち

杉町　
ありみ

有美さん（三日月町）
にし

西　
ひでふみ

　文さん（小城町）

こ
の
秋
こ
そ
、
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

見
つ
け
に
ぜ
ひ
図
書
館
へ
。

私の１冊

司書
イチオシ！

図書館で聞いた

私の思い出の１冊
てん がい

天涯の花
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集』は、911で詩歌を表しますが、範囲が広いの
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佐賀出身の人物が登場するので、
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